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目   的 

  日和佐町明丸地先におけるハマチ養殖場周辺域の底質環境を把握する。 

 

方   法 

  調査は平成 5年 6月 22 日に図 1に示した調査地点で実施した。採泥は調査船「とくしま」によりス

ミス・マッキンタイヤ採泥器を使用して行い表層泥を分析に用いた。分析は COD・全硫化物・強熱減

量および底質の性状等について実施した。 

 

結果および考察 

  調査結果は表 1に示した。 

  COD（O2mg／g乾泥）は 0．94～10．64 の範囲にあり,昨年同様生簀沖地点（St.4,6,8）で高く,生簀

両側地点（St．1,2,10,11）で低い傾向がみられた。また,昨年と比較すると生簀東側および沖側の東

寄り 2点（St．4,6）で増加し,特に St．4では前年より 2．53の増加であった。逆に西側の地点では

減少した。 

  全硫化物（Smg／g 乾泥）は 0．000～0．003 の範囲にあり,生簀東側の 2点および沖側西寄りの 1点

でわずかに検出される程度で,St．2の 0．003 が最高であった。 

  強熱減量（500℃,％）は 1.3～3．5 の範囲にあり,有機物量を示す値として COD の分布と類似してお

り,生簀沖側で高く,両側で低かった。 

  強熱減量（800℃,％）は 6．5～15．8の範囲にあり,前述の有機物量に貝殻成分が加わった値であり,

貝殻成分は前年同様,生簀沖地点および生簀西寄り地点では生簀東寄り地点に比べ多いことがうかが

われた。 

  日和佐町明丸地先の等深線は図 1に示したように,生簀西側では 20～40m で緩やかに傾斜し,東側は

30～40m と急深である。沖側では 40～50m とさらに深い。COD は生簀沖側の東寄りから生簀東側にか

けて増加傾向がみられることから,汚れの成分は深みに沈降・堆積しやすいと考えられ,水深の最も深

い St．4 では汚れの負荷の度合いが他の地点よりも大きいと思われる。 
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図 1 海部郡日和佐町明丸地先におけるハマチ養殖場周辺域の底質調査地点 

          （●：底質調査地点, □：生簀設置場所） 

 

表 1 日和佐町明丸地先におけるハマチ養殖場周辺域の底質調査結果 

 

 


